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A．研究目的
九州地方においても全国における状況と同様、新

規のHIV感染者数は減少傾向にあるが、エイズ発
症例は減少しておらず、いきなりエイズ率が高い状
況が続いている。また長期療養及び高齢化に伴い合
併症をもつ患者の割合が増加している。そのため
HIV診療に携わる医療者の確保は.重要な課題であ
る。HIV感染症が慢性疾患となった現在、一般専
門医療機関や介護などの施設も含めたPLWHに対
する慢性期医療体制の構築,地域における医療連携
の必要性が一層強まっている。

本研究は九州地方におけるHIV診療の問題点の
把握および課題解決に向けたHIV診療体制の構築・
医療向上を目的とする。

B．研究方法
1．HIV診療に従事する人員の確保・専門知識の普及

HIV感染症における最新情報や知見の共有のた
めの基礎研修を拠点病院のHIV診療担当者を中心

にオンラインで行った。基礎研修を修了した看護師
対象に応用コースの研修を実地にて行った。また歯
科医師研修を実地にて行った。

ブロック内のHIV診療技術の向上および最新情
報の共有のため、各拠点病院のHIV診療従事者お
よび各県の行政担当者を対象に九州ブロックエイズ
拠点病院研修会を行った。また、各県の中核拠点病
院および行政担当者を対象に職種ごとに集まり、エ
イズ診療ネットワーク会議を行った。

2．地域医療連携
（1）�地域連携のための研修： 受け入れ施設の職員

を対象とした出前研修を行った。
（2）�病院・施設訪問：長期療養に伴う二次病院,療

養施設,介護施設などにおける患者受け入れ促
進などを目的として,県の薬剤師会や精神保健
福祉センター、各医療・福祉施設の訪問および
研修を行なった。HIV予防啓発のために福岡
県内でPrEPを行っている施設と連携し状況を
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また、各県の中核拠点病院および行政担当者を対象に職種ごとに集まってエイズ診療

ネットワーク会議を行い、情報共有および地域ごとの課題について検討をおこなった。
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確認した。
（3）�九州内各県におけるPLWHの療養支援体制の

状況について確認した。
（4）�曝露事故時の予防薬に対する九州内各県の取り

組みの進捗状況を確認した。
（5）�福岡県以外の県の拠点病院を訪問し、各々の施

設における課題についての情報共有や必要に応
じて臨床カンファレンスを行った。

3．薬害被害者への対応
ブロック内の薬害被害者に対し九州医療センター

で精密検査入院を行い、血友病性関節症やC型肝
炎、生活習慣病などの評価を行った。また、リハビ
リ検診（個別、集団）を行い、関節、運動機能の評
価および生活面での課題について検討した。九州医
療センターAIDS/HIV総合治療センター内の被害
者救済（長期療養）支援チームを中心に、より良い
医療連携、療養環境の整備のための活動（各地域へ
の訪問や地域カンファレンスの開催等）を行った。

薬害被害者の支援者を対象に薬害に対する知識や
患者理解の促進のためシンポジウムを開催（後援）
した。
＜倫理面への配慮＞

本研究においては患者人権とくにプライバシーの
保護は重要であり,特に配慮を行なった。

C．研究結果
1．HIV診療に従事する人員の確保・専門知識の普及

今年度はハイブリッド形式を中心に以下の研修
会・シンポジウムを開催した。

またHIV診断啓発のための資材「一般診療にお
いてHIV感染症を疑うコツ」の改訂を行った。

（1）�第44回九州ブロックエイズ拠点病院研修会（ハ
イブリッド）

■日　時：2025年10月3日（金）14：00〜16：00
■場　所：九州医療センター　4階研修室
■出席者：講師1名　参加者：126名 　
■�テーマ：外国人HIV陽性者が医療に繋がるまで/

事例検討　
（2）�九州ブロックエイズ診療ネットワーク会議（ハ

イブリッド）
■�日　 時：2025年10月3日（ 金 ）10月21日（ 火 ）

10月23日（木）10月27日（月）　　10月28日（火）
11月14日（金）

■�場　所：九州医療センター　AIDS/HIV総合治療
センター

■�出席者：九州ブロック内中核拠点病院医師・看護
師・CO・MSW・薬剤師・行政関係者　77名　

（3）�HIVネットワーク　第51回シンポジウム（ハ
イブリッド）

■日　時：2026年1月29日（木）18：00〜19：30
■場　所：九州医療センター　研修室　　
■出席者：講師2名　参加者：44名
■テーマ：HIVと依存症

（4）�HIV/AIDS基礎研修（オンデマンド/オンライ
ン/対面）　

・�看護師コース	 6月27日（参加者 15名）  10 月 17
日（参加者 6名）

・�薬剤師コース	 6月20日（参加者 12名）  10 月 17
日（参加者 5名）       

・�カウンセラーコース	  7月 4日（参加者 5名）
・�MSWコース	 7月 4日（参加者 9名）
・�医師コース	 6月 20日（参加者 7名）
・�歯科/歯科衛生士コース 	 10月 22日（ 参 加

者 1名）
・�栄養士コース	 6月 27日（参加者 2名）  
（5）�HIV/AIDS応用研修（オンデマンド/オンライ

ン/対面）　
・�看護師コース	 10月30日 〜10月31日（ 参 加 者 4

名）  
（6）�令和7年度九州HIV看護・ソーシャルワーク研

修会（ハイブリッド）　
■日　時：2026年1月24日（土）13：00〜16：35
■場　所：琉球大学病院4階管理課　大会議室
■参加者：講師  1名、参加者：113名
■テーマ：HIV感染症の最新情報、事例検討5例

（7）第22回九州ブロックHIVカウンセラー連絡会
議/令和7年度九州ブロックHIVカウンセリング研
修会
■日　時：2026年2月20日（金）　10：30〜16：30
■場　所：九州医療センター　4階研修室　

2．地域医療連携
地域連携のための研修： 
今年度は受け入れ施設の職員を対象とした出前研修
を17施設で行った。

（1） 福岡県HIV/AIDS出前研修（オンライン・対面）

日　時：2025年5月29日（木）19：00〜20：30（オ
ンライン）
依頼元：西区ソーシャルワーク研修会 
出席者：講師1名、参加者16名　　
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日　 時：2025年6月23日（ 月）11：30〜12：30（ オ
ンライン）
依頼元：宮本歯科クリニック
出席者：講師1名、参加者5名

日　時：2025年6月27日（金）18：30〜19：30（対面）
依頼元：一般社団法人ぱるむ
出席者：講師1名、参加者11名

日　時：2025年7月8日（火）15：00〜16：00（オン
ライン）　
依頼元：久留米リハビリテーション病院
出席者：講師1名、参加者9名

日　時：2025年8月4日（月）14：00〜15：00（オン
ライン） 
依頼元：医心館　六本松
出席者：講師1名、参加者7名

日　時：2025年8月18日（月）14：00〜15：00（対面）
依頼元：若松区ケアマネージャー分科会
出席者：講師2名、参加者23名

日　時：2025年9月4日（木）19：00〜20：30（対面）
依頼元：福岡市精神保健福祉センター
出席者：講師3名、参加者22名

日　 時：2025年11月5日（ 水 ）17：20〜18：00（オ
ンライン）
依頼元：誠愛リハビリテーション病院
出席者：講師1名、参加者351名

日　 時：2025年11月7日（ 金 ）18：30〜20：00（オ
ンライン）
依頼元：公益社団法人福岡市社会福祉士会
出席者：講師2名、参加者34名

日　時：2025年11月28日（金）16：35〜17：15（対面）
依頼元：那珂川病院
出席者：講師2名、参加者35名

日　時：2025年12月11日（木）14：00〜15：00（対面）
依頼元：新行橋病院　
出席者：講師2名、参加者　36名

日　時：2025年12月16日（火）16：00〜17：00（対面）
依頼元：福岡県弁護士会北九州部会
出席者：講師2名、参加者　12名

日　時：2025年12月25日（木）14：00〜15：00（対面）　
依頼元：メディケア癒し四番館有田
出席者：講師2名、参加者　11名

日　時：2026年1月22日（木）17：30〜18：30（対面）
依頼元：医療法人社団江頭会さくら病院マイライフさ
くら
出席者：講師2名、参加者　40名

日　時：2026年1月23日（金）16：00〜17：00（対面）
依頼元：桜十字病院訪問看護ステーション
出席者：講師2名、参加者　18名

日　 時：2026年1月27日（ 火 ）16：30〜17：10（オ
ンライン）
依頼元：わかばハートクリニック
出席者：講師1名、参加者　13名

日　 時：2026年1月29日（ 木 ）13：00〜13：40（オ
ンライン）
依頼元：医療法人あおばクリニック
出席者：講師  1名、参加者　　名

（2）病院・施設訪問
九州医療センターとの地域連携協力病院3か所、

福岡県の薬剤師会2か所、STIクリニック1か所お
よび福岡市精神保健福祉センターを医師やMSW、
心理士で訪問した。HIV診療の最新情報や県内の
診療状況についての情報提供を行い、今後の連携を
依頼した。福岡市精神保健福祉センターでは、「福
岡市依存症支援者連絡会議」に出席し当院の事例を
含め意見交換を行った。依存症患者の受け入れ組
織・施設と連携をとることが出来た。

（3）九州内各県におけるPLWHの療養支援体制の
状況

九州内各県8および政令指定都市3、計11か所の
行政機関にHIV陽性者の長期療養・在宅療養支援
体制の整備に関する取り組みについてのアンケー
トを行った。11行政機関中6機関で施設向けのHIV
研修を行っていた。行っていない理由として、「予
算」「要望」「時間」の不足が挙げられていた（図1）。
HIV陽性者の高齢化に伴う支援体制の構築に関し
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ては全機関において課題を認識していた。具体的に
は、「通院困難」「受け入れ先の不足」「HIVに対す
る関心の低さ」が挙げられていた。また課題に対し、
拠点病院やNPOと連携して対応している機関は11
機関中6機関であった。具体的には、研修、相談員
の派遣、個別事例への対応（拠点病院と施設の連携
仲介）などであった（図2）。

（4）曝露事故時の対応
佐賀県、長崎県以外は曝露時の対応について、各

県のHPに掲載されていた。マニュアルは佐賀県以
外は策定されていた。いずれも昨年より行政の取り
組みが進んでいた。福岡県内の予防薬配置施設（拠
点病院以外）に確認したところ、R7年度の使用実
績は0であった。

（5）拠点病院訪問
今年度は鹿児島県内の拠点病院（鹿児島大学、鹿

児島医療センター）および協力病院（鹿児島生協病
院）を訪問し、「臨床カンファレンス」を行い、各
施設の診療状況、課題について情報を共有した。拠
点病院の偏在化（大隅半島に拠点病院がない）、拠
点病院返上（出水総合医療センター）、後継者問題

（鹿児島医療センター）が課題として挙げられた。

3．薬害被害者への対応
（1）精密検査入院パス

九州ブロック内に居住する薬害被害者を対象に、
短期間九州医療センターに入院して全身の精査を行
う精密検査入院パスを行っている。2025年度の利
用者は11名（他施設6名）であった。悪性腫瘍のス
クリーニングのみでなく、必要に応じCVDの評価、
整形外科受診、栄養指導、リハビリ等の生活指導を
行った。

（2）リハビリ対応
九州医療センターでは薬害被害者5名を対象に外

来にてリハビリを施行している。個別リハビリ検診
は8名で施行。集団リハビリ検診は宮崎県立病院に
て行い、8名の薬害被害者が参加された。

（3）医療・福祉施設における「薬害被害者」理解推
進のためのシンポジウム（後援）

心理士が中心となり企画したシンポジウム「協働
で高齢化時代の「生きる」を支える―薬害HIVを
通して時代背景を踏まえた患者理解から学ぶー」（12
月9日 熊本）が開催された。時代背景を踏まえた
患者理解、高齢化に対する協働支援、支援者の世代
交代をテーマとして支援団体や拠点病院の心理士、
ソーシャルワーカーが講演を行った。参加者は学生
を含め40名（オンライン10名を含む）であった。

図1　県主催（もしくは共催）で、介護・障害福祉事業所向けの
HIV研修を行っているか（解凍1件）
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D．考察
昨年までは新規HIV感染者のうち感染早期の患

者が一定数いたが、今年は感染早期の患者数を含め
新規HIV感染者総数が減少した。一方、AIDS患者
数は減少しておらず、結果いきなりエイズ率の上昇
につながった。単年度での検討のため正確な評価は
できないが、郵送検査を含めた検査の普及、PrEP
利用者の増加が確実になれば、新規感染者が本当の
意味で減少していくことが期待できる。九州ブロッ
ク内の各県でも保健所にて郵送検査を導入する県
が増えている（福岡、佐賀、大分、熊本、沖縄）。
今後の検査数の増加に期待したい。PrEPに関して
は、九州内で対面にて処方する施設がまだ少ない

（福岡3、沖縄6）。PrEPに関する情報発信を行い、
協力可能な医療機関を増やしていく必要がある。

長期療養を担う医療施設との連携強化に関して
は、例年通り医療・介護施設への研修や訪問を行っ
た。PLWHの受け入れに対する考え方は施設間お
よび職種間で様々であった。HIVに対する知識は
習得出来てもHIVに対する偏見と漠然とした不安
が受け入れに対する障壁となっており、これらの思
考は言葉でHIVに関する情報を説明しても容易に
は払拭できない。実地研修や実体験、経験者からの
意見が不安や偏見を軽減するのに貢献すると考えら
れる。「福岡市精神保健福祉センター」との連携の

中で「依存症」への対応について得られた知見は「福
岡HIVネットワークシンポジウム」にて情報共有
を行った。

長期療養体制の構築には行政との連携が重要であ
る。拠点病院と連携が取れている県・政令指定都市
の行政機関は約半数であった。研修の実施、医療機
関からの通院困難事例や受け入れ困難事例の相談が
主体であるが、行政の介入により受け入れの課題が
解決された例もあった。一方、研修を行っても参加
者がいなかった県もあった。行政と病院が連携をと
り地域で生活するPLWHのニーズにあわせて取り
組んでいく必要がある。

薬害被害者への対応に関しては、引き続き九州ブ
ロック内の被害者を対象に「精密検査入院」を行なっ
ている。今年度は、「精密検査入院」3か月後に「咽
頭癌」が見つかった例があり、検診のみでなく日常
のいわゆる「診療」も重要であることを実感した。
ACCの協力のもと行っているリハビリ検診会は、
今年も8名の薬害被害者の方が参加された。被害者
と医療者のつながりだけでなく、医療機関内の連
携、医療機関同士の連携の強化につながり、今後の
薬害被害者支援の円滑化に役立ったと思われる。な
お、薬害被害者に関しては、止血管理が可能な施設
が限られているため外科的処置が可能な施設も限定
される。HIVのみではなく、血友病に関しても受

図2　HIV陽性者の長期療養・在宅療養に関して、患者の個別事例を通して
エイズ拠点病院やNGO等と連係をとっているか（回答11件）
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け入れ施設拡充の施策が必要と考え、HIV研修に
加え血友病に関する研修も開始している。今後、福
岡地域のリハビリ施設を対象に「血友病関節症」に
関する研修を開催する予定である。

拠点病院と地域の医療施設、行政が協働し、薬害
被害者を含むPLWHが安心して療養できる地域包
括ケアシステムの早期実現が望まれる。

E．結論
HIV陽性者の高齢化に伴う長期療養HIV陽性者

の増加は、次世代を担うHIV診療従事者のみなら
ず、地域社会全体の問題として、行政・保健所と拠
点病院や関係機関が連携・協働して取り組んでいく
必要がある。特に多くの合併症を抱えた薬害被害者
に対しては個別に評価し個々に応じて対応していく
必要がある。

PLWHおよび社会双方のニーズに合った研修を
行い、知識のバリアだけでなく心理的なバリアを取
り除いていくことが重要である。
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